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１．調査の目的　県民の暮らし向きや今後の見通しについて時系列的にとらえるとともに、具体的な商品やサービスに対す
る支出動向を把握することにより、景気判断等の基礎資料を得ることを目的とする。

２．調査の方法　郵送調査専属モニターを利用したアンケート調査
３．調査の対象者　県内に在住する勤労者（サラリーマン）世帯（世帯人数２名以上）　モニター世帯数：417世帯※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※有効回答数：392世帯（回答率：94.0％）
４．調 査 期 間　平成19年３月１日（木）～15日（木）

第３回「山形県家計消費動向調査」（概要※）
※詳細は調査レポート（http://www.sfsi.co.jp/）をご覧ください。

■ 消費指数
消費指数は▲54.5
～ 消費マインドは底入れの兆しがみられる ～ 

　消費指数は前回調査時点（平成18年12月）より
も9.4ポイント改善し、▲54.5となるなど、消費マ
インドは底入れの兆しがみられる。
　消費指数の内訳は景気判断指数が▲17.3、暮ら
し向き指数が▲37.2となっており、景気判断指数
と暮らし向き指数はいずれも前回より改善した。
ただし、両指数のギャップは19.9まで拡がるなど、
景気の回復感に比して暮らし向きは良くなってい
ないと感じている世帯が多かった。

【指数の見方】
　消費指数は①景気判断指数と②暮らし向き指数の合計からなり、値は200～▲200の範囲をとります。指数がプラスであれば家計の消費

マインドは高揚していると判断します。一方、指数がマイナスであれば、消費マインドは低迷していると判断します。

　①景気判断指数（指数レンジ100～▲100）：

　家計を取り巻く経済環境をどのように認識しているかを表した指数です。「県内景気」、「雇用環境」、「日用品価格（物価）」に関す

る設問の回答結果から作成されます。

　②暮らし向き指数（指数レンジ100～▲100）：

　“我が家の暮らし向き”をどのように認識しているかを表した指数です。「世帯収入」、「資産価値」、「お金の使い方」、「暮らし向

き」に関する設問の回答結果から作成されます。
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－13,890288,859302,749１．世帯主の収入

－2,836113,716116,552①他の人員の定期収入

－9,7255,20514,930②他の人員の臨時収入

－12,561118,921131,482２．他の人員の収入
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－2,31445,54347,857２．住居費

3,93928,03924,100３．水道・光熱費

95629,72228,766４．通信・交通費

－1,45112,39313,844５．被服・装飾費

1,17141,13239,961６．各種保険料の支払い

－84411,55912,403７．医療・介護費

2,39029,80427,414８．育児・教育費

－75810,77911,537９．仕送り

－3,12336,82539,94810．小遣い
29218,90318,61111．ローン・月賦の支払い

－6,95531,38638,34112．その他支出

－5,614350,358355,972Ⅱ．支出計

4.6%ポイント82.0%77.4%平均消費性向（支出計÷収入計×100）

＜平均的な世帯像＞

　世帯主：48.0歳

　世帯人員：3.9人

　収入の担い手：1.9人

収入超世帯

支出超世帯

76.9%

23.1%

77.8%

22.2%

内円：H18.12月調査（n＝347）
外円：H19.３月調査（n＝351）
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■ 景気判断
 県内景気　現状認識は「悪い」（13.9％）と「どちらかと言え
ば悪い」（21.3％）が35.2％を占めているものの、前回調査時
点と比べて県内の景気に対して暗い認識を持っている世帯
は少なくなった。また、今後の見通しについても「良くなる」
（1. 5％）と「どちらかと言えば良くなる」（23.4％）と考えている
世帯の割合が増え、24.9％の世帯が良くなると予想している。

 雇用環境　現状認識は「悪い」（14.4％）と「どちらかと言
えば悪い」（23.4％）が37.8％を占めているものの、前回調
査時点と比べて雇用環境に不安を抱える世帯は少なくなっ
た。また、今後の見通しについても、「良くなる」（2.6％）
と「どちらかと言えば良くなる」（25.2％）と考えている世
帯が多くなっており、雇用不安も和らぐ見込み。

 日用品価格（物価）　現状認識は「上がった」（17.7％）と
「どちらかと言えば上がった」（27.5％）が45.2％を占めてい
るものの、日用品価格の値上がり感はだいぶ落ち着いてい
る。ただ、今後の見通しについては、値上がり予想が過半
数を占めているなど、物価に対する警戒感は根強く残って
いる。

 世帯（勤労）収入　現状認識は「減った」（29.7％）と「どち
らかと言えば減った」（21.2％）が50.9％を占めており、収
入が減ったと感じている世帯が引き続き過半数を占めた。
また、今後の見通しについても収入は「減る」と考えてい
る世帯の割合が多く、収入増に対する期待感は薄い。

 資産価値　現状認識は「減った」（38.7％）と「どちらかと
言えば減った」（18.6％）が57.3％を占めており、資産価値
は減ったと感じている世帯が引き続き過半数を占めた。ま
た、今後の見通しについても資産価値は「減る」と考えて
いる世帯の割合が多く、資産価値の増加を見込む世帯は少
ない。

 お金の使い方　現状認識は「控えている」（29.6％）と「ど
ちらかと言えば控えている」（29.6％）が59.2％を占めており、
お金を使うことを控えているという世帯が引き続き過半数
を占めた。また、今後の見通しについても「控える」とい
う世帯が大幅に増えており、節約思考の世帯が一段と多く
なっている。

 生活のゆとり　現状認識は「厳しい」（42.4％）と「どちら
かと言えば厳しい」（25.7％）が68.1％を占めており、暮ら
し向きが厳しいと感じている世帯が引き続き過半数を占め
ている。ただ、今後の見通しについては、厳しいと見込ん
でいる世帯は多いものの、いくぶん明るさを取り戻す見込
み。

■ 暮らし向き判断

平成18年９月
（n=406）

平成19年３月
（n=389）

12月
（n=389）

見通し
（n=389）

平成18年９月
（n=406）

平成19年３月
（n=389）

12月
（n=389）

見通し
（n=389）

（％）

（％）

（％）

平成18年９月
（n=406）

平成19年３月
（n=389）

12月
（n=390）

見通し
（n=389）

良い（良くなる） どちらかと言えば良い（良くなる） どちらとも言えない

どちらかと言えば悪い（悪くなる） 悪い（悪くなる）

良い（良くなる） どちらかと言えば良い（良くなる） どちらとも言えない

どちらかと言えば悪い（悪くなる） 悪い（悪くなる）

下がった（下がる） どちらかと言えば下がった（下がる） どちらとも言えない

どちらかと言えば上がった（上がる） 上がった（上がる）

15.8 42.4 25.6 14.81.5

15.6 38.7 27.2 17.70.8

27.3 31.3 24.9 14.32.2

23.9 32.6 24.7 16.72.1

28.6 35.5 28.37.10.5

7.5 39.1 32.6 19.81.0

23.4 40.1 22.9 12.11.5

17.0 45.8 21.3 13.92.1

25.2 35.7 22.6 13.92.6

23.9 36.2 23.4 14.42.1

1.8 45.0 27.5 17.78.0

39.1 35.0 19.05.91.0

平成18年９月
（n=405）

平成19年３月
（n=387）

12月
（n=392）

見通し
（n=390）

平成18年９月
（n=407）

平成19年３月
（n=388）

12月
（n=391）

見通し
（n=390）

平成18年９月
（n=407）

平成19年３月
（n=389）

12月
（n=392）

見通し
（n=390）

平成18年９月
（n=406）

平成19年３月
（n=389）

12月
（n=392）

見通し
（n=390）

（％）

7.2 13.1 25.2 17.5 37.0

5.4 14.5 25.0 21.2 33.9

（％）

4.7 15.2 19.7 18.9 41.5

3.8 13.3 21.7 20.7 40.4

（％）

3.7 13.5 23.3 29.5 30.0

（％）

増えた（増える） どちらかと言えば増えた（増える） どちらとも言えない

どちらかと言えば減った（減る） 減った（減る）

増えた（増える） どちらかと言えば増えた（増える） どちらとも言えない

どちらかと言えば減った（減る） 減った（減る）

積極的 どちらかと言えば積極的 どちらとも言えない

どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

ゆとりがある（できる） どちらかと言えばゆとりがある（できる） どちらとも言えない

どちらかと言えば厳しい（厳しくなる） 厳しい（厳しくなる）

11.5 24.2 30.9 30.62.8

7.1 22.9 22.4 46.61.0

24.2 23.0 45.96.40.5

13.8 28.7 22.1 33.12.3

4.1 17.8 27.1 21.2 29.7

11.5 26.7 24.1 35.42.3

18.3 21.6 18.6 38.72.8

3.1 14.7 23.1 29.6 29.6

12.1 24.6 21.0 38.7

0.5 9.0 36.4 22.8 31.3

0.5 25.4 25.7 42.45.9

3.6




